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   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｍ   1/30    　　　　
   Ｇ０１Ｎ   1/04    　　　Ｖ
   Ｇ０１Ｎ   1/04    　　　Ｈ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｙ
   Ｇ０１Ｎ  33/48    　　　Ｓ
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   Ｃ１２Ｑ   1/26    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月11日(2012.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　試料採取装置であって、
　シャフトと、
　前記シャフトに結合される多孔質媒質と、を含み、
　前記多孔質媒質は、保湿剤として１，２－プロパンジオールを含む水溶液を含む、装置
。
【請求項２】
　試料採取物品であって、
　第１末端部と、前記第１末端部に対向する第２末端部とを有するハウジングと、
　そこに配置される試料採取装置であって、
　シャフトと、
　前記シャフトに結合される多孔質媒質であって、前記多孔質媒質が、保湿剤として１，
２－プロパンジオールを含む水溶液を含む、媒質とを含み、
　前記ハウジングの前記第１末端部が、前記試料採取装置を受容するように適応される、
物品。
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【請求項３】
　試料中の検体を検出する方法であって、
　シャフトと、前記シャフトに結合される多孔質媒質とを含む試料採取装置を提供する工
程であって、前記多孔質媒質が、保湿剤として１，２－プロパンジオールを含む水溶液を
含み、前記多孔質媒質が、表面から試料を採取するように適応される、工程と、
　前記試料採取装置を表面と接触させて試料を得る工程と、
　前記検体を検出する工程と、を含む方法。
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